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信頼され、心が通う地域医療
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●訪問看護ステーション開設

●クラウドファンディングの実施

●院内のマスク常時着用の終了

●職員の名札表記の変更

●高規格救急自動車の寄贈について

●市民公開講演のお知らせ

（編集　院外広報編集委員会）

商標登録出願中



訪問看護ステーション 桐の芽 が開設しました！訪問看護ステーション 桐の芽 が開設しました！
桐生厚生総合病院では、「その人らしく穏やかに過ごしていただくお手伝いをするために」

2025 年 5月に『訪問看護ステーション桐の芽』を開設しました。

開設場所は、桐生厚生総合病院１階中央注射室の隣
となります。

訪問看護ステーション 桐の芽

月～金　8：45～ 17：30

土曜・日曜・祝日・年末年始

0277-44-7171（代表）内線700

0277-44-7170（代表）

homon-kango@kiryuhp.jp

営業時間

休　日
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療養生活は
住み慣れた
ご自宅で

療養生活は
住み慣れた
ご自宅で

訪問看護とは訪問看護とは

わたしたちの訪問看護でできることわたしたちの訪問看護でできること
訪問看護を利用するには？訪問看護を利用するには？

ご利用の流れ

「要介護」に認定されているかどうかに関わらず訪問
看護は利用する事ができますので、まずはご相談くだ
さい。
介護保険または医療保険のどちらで
訪問が必要か検討いたします。

訪問看護とは、病気や障がいのために療養生活が必要な
方に、医師の指示のもと、専門的な知識や経験を備えた
看護師が直接ご自宅に訪問して看護を行うサービスです。
生活上の相談やアドバイスも行い、ご本人、ご家族に安
心して在宅での生活を過ごしていただけるようなサポー
トを目指しています。

サービスのご利用を希望される場合は、まず
担当のケアマネージャーにご相談ください。
ケアマネージャーがいない場合は、主治医に
相談するか、お気軽に訪問看護ステーション
にご連絡ください。

訪問看護ステーション 桐の芽 ご利用案内

「おうちで過ごしたい」をお手伝いします。

医療・介護・生活まるごと相談していただ
けます。

２４時間３６５日の訪問体制があり緊急時
も安心です。

～その人らしく穏やかに過ごせるお手伝いをするために～



「院内のマスク常時着用の終了」について「院内のマスク常時着用の終了」について

２０２５年４月１日から原則、病院内におけるマスクの常時着用のお願いは終了
となりました。
今後、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症等の流行期には、再度マスク
の着用をお願いすることがあります。
また、発熱のある方、のどの痛み、せきやたんなどの風邪症状がある方は、マス
クの着用をお願いいたします。

面会について（２０２５年４月１日～）

★ 面会時間：午後１時～午後８時　１回３０分以内
★ 面会場所：各病棟面会コーナーおよび個室
★ 一度に面会できる人数：２名まで　　
★ 面会中の飲食：禁止

ただし、発熱のある方、風邪症状がある方、体調がすぐれない方などは、
ご面会をお断りいたします。

新ロゴマークの一新に伴い、
　　　　　職員の名札表記を変更いたしました
新ロゴマークの一新に伴い、
　　　　　職員の名札表記を変更いたしました
当院では、令和７年４月より、患者さんをはじめ誰にでもわかりやすい表記にする

とともに、職員が安心して働ける環境を構築するため、「漢字・ひらがな・ローマ

字の名字のみ」表記に変更いたしました。

今後もより一層、信頼され、心が通う医療

の提供に努めてまいります。

ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申

し上げます。

（変更後の名札）
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桐生厚生総合病院からのご案内桐生厚生総合病院からのご案内桐生厚生総合病院からのご案内
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桐生厚生総合病院　第31回　市民公開講演

がん治療の
最前線 場　所／美喜仁桐生文化会館 スカイホール

時　間／ 14：00～ 16：00
開催日／令和７年８月９日開催日／令和７年８月９日 土

細谷　潤

山之内 大先生藤田医科大学　血管外科学講座　主任教授
米国ウィスコンシン大学　血管外科　教授

桐生厚生総合病院　薬剤部科長補佐

「米国血管外科およびがん治療の最前線」

「“がん ”に向き合うすべての人へ」
　　　　　～がん認定薬剤師が語る最新の薬と共生のかたち～

演　題

特別講演

［問い合わせ先］  地域医療連携室　TEL 0277－44－7150［問い合わせ先］  地域医療連携室　TEL 0277－44－7150

プログラム

桐生厚生総合病院　第31回　市民公開講演

　当院は平成9年３月に、群馬県から桐生保健医療圏では唯一の地域
災害拠点病院として、一部ドクターヘリの搬送等における桐生市消防本
部協力のもと指定されております。
　地域災害拠点病院の指定要件のひとつに「災害派遣医療チーム（Ｄ
ＭＡＴ）を有すること」が規定され、最近では、令和６年１月に発生した能
登半島地震におきまして、当院ＤＭＡＴ隊員５名（医師１名・看護師2名・
業務調整員2名）を派遣いたしました。
　従前、当院のＤＭＡＴ派遣においては、公用車の災害時緊急通行車両許可を受けることで対応しておりましたが、大規

模災害等では医療機器を搭載した高規格救急自動車の必要性は非常に
高く、実際に災害医療活動を行ったＤＭＡＴ隊員からも強く要望がござい
ました。
　このような背景から、災害医療への寄与等を目的に、桐生市消防本部
から車両更新に伴い、これまで運用してきた高規格救急自動車が譲与さ
れる運びとなりました。
　令和7年5月1日（木）午後1時30分から当院講堂にて、「高規格救急
自動車寄贈式」を執り行い、桐生市消防長をはじめ、当院のDMAT隊員
等関係職員が多数参加しました。
　今回の高規格救急自動車の寄贈により、大規模災害時等において、さ
らなる医療的支援に尽力していきたいと考えております。

＊桐生市出身。2000 年群馬大学医学部卒業。2003 年から名古屋大学血管外科にて研究及び臨床研修し、2007 年に渡米。
　2010年よりウィスコンシン大学血管外科医として研究、臨床業務に従事。2023年 7月からは藤田医科大学血管外科学講座、
　初代主任教授を兼任。米国大学病院で血管外科臨床診療を行なっている唯一の日本人血管外科医として、大変ご活躍されてい
　ます。

＊詳細は後日当院ホームページでお知らせいたします。＊詳細は後日当院ホームページでお知らせいたします。

参加費無料

桐生市消防本部から
高規格救急自動車が寄贈されました！

やまのうち だい
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